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子ども家庭部保育施設担当 

 

保育施設における「中核園」の取組の成果と今後の取組方針について 

 令和２年４月に区内７地域に区立保育園１所ずつを指定した「中核園」においては、

保育の質の維持・向上のため、地域の保育施設間の連携や情報共有等の促進を行って

まいりました。この取組の２年間の成果と今後の取組方針について、ご報告します。 

 

１．主な取組の実績                         ※7地域合計、延べ回数・人数 

 令和２年度 令和３年度 

 実施回数 参加人数 実施回数 参加人数 

地域懇談会 21回 488名 15回 400名 

職員の交流 0回 0名 80回 600名 

園児の交流 0回 0名 0回 0名 

園庭開放（利用園） 0園 - 30園 - 

「中核園だより」 70通 - 79通 - 

 

・令和２年度は、「顔の見える関係づくり」をスローガンに様々な取組を計画しまし

たが、コロナ禍の影響により活動が限定されました。そのため「中核園だより」の

発行など、対面にならない形での情報共有の促進を図りました。 

・令和３年度は、コロナ禍の中でも可能な範囲で交流を開始し、職員の交流を積極的

に進めるとともに、園庭開放も他園の園児と交わらない環境下で開始しました。 

 

２．区内保育施設へのアンケート結果に見る取組の成果        ※母数は回答園数 

質問項目 令和２年度 令和３年度 

保育施設間における連携・情報共有が促進されている 77.6％ 88.1％ 

中核園の取組を保育内容に活用した 38.5％ 63.8％ 

地域懇談会に出席した 79.2％ 77.7％ 

職員の交流に参加した 

（内：保育に良い影響があった） 

- 63.8%

（79.1％） 

園児の交流に参加したい - 83.7％ 

園庭のない保育園で、園庭開放を利用したい 78.3％ - 

「中核園だより」の内容が保育の参考になった 90.5％ 92.0％ 

 

・交流を進める中で中核園の取組が各保育施設に浸透し、そこで得られた情報・知識

や意見交換の内容が日々の保育に生かされ、区全体の保育の質の向上につながって

いることが窺えます。 
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３．保育施設から寄せられた意見・感想 

中核園全般 ・地域の情報収集の点でとても助かっている。この取組がなかっ

たら、地域性を加味した運営が難しかったと思う。 

・地域の課題や保育について、自園だけで頭を悩ませるだけでは

なく、共通の課題として、解決に向けて考えていける環境にな

ったのが良かったと思う。 

地域懇談会 ・ヒヤリハットをテーマに話し合い、危険の排除のため行動を制

限するばかりではなく、子どもの発達に応じた遊びを見直すこ

との大切さを持ち帰り、園内研修に生かした。 

職員の交流 ・他園の経験年数の豊富な保育士と話し、子どもへの声掛けや製

作に関して得られたことを、実際に自園で試している。 

中核園だより ・各保育施設の紹介では、テーマごとにそれぞれが持つ考え方や、

大切にしていることを知ることができた。 

 

４．令和４年度における課題（重点取組事項） 

(1)職員の交流 

令和３年度における各地域・各園の成果を共有し、アンケートに見られた肯定

的な意見・期待する意見も踏まえ、さらに取組を発展させて行きます。 

(2)園児の交流 

期待を寄せる声が大きいことから、コロナ禍の状況を注視しながら、可能な範

囲で取組を開始して行きます。 

(3)園庭開放 

令和３年度において一定の実績がありましたが、引き続き重点的な取組項目に

位置付け、園児の交流と効果的に組み合わせながら、さらに取組を発展させて行

きます。 

 

５．今後の取組方針 

 以上の取組成果を踏まえつつ、適正な規模での地域連携の一層の緊密化と、それ

による保育の質のさらなる向上を図るため、令和５年４月より、「西荻窪」「荻

窪」「阿佐谷」の３地域を南北に分割の上、それぞれに中核園を１園ずつ設置し、

１０園体制を整える方針です。 
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６．アンケート結果の詳細 
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